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研究成果の概要（和文）：本研究では、バヌアツ国の公立学校に通う7.8年生の子ども（平均年齢13.3歳、女子
52.2%）とその保護者157組を対象に横断調査を行い、子どもの喫煙・飲酒に関連する要因について明らかにし
た。結果、保護者の影響と子どもの喫煙・飲酒経験との関連は認められなかった。一方、子どもの喫煙・飲酒経
験には友人の喫煙・飲酒、友人からの喫煙・飲酒の誘いなど友人の影響が関連していることが明らかとなった。
また、保護者と兄弟の影響は子どもの喫煙・飲酒意向に有意に関連していることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：This study examined the factors associated with tobacco smoking and alcohol 
consumption among early adolescents in Vanuatu, using a data set of adolescents and their 
parents/guardians. This cross-sectional school-based study comprised 157 adolescents in the seventh-
 and eighth-grades (mean age = 13.3 years; 52.2% girls) from three public schools and their 
parents/guardians. Logistic regression analysis indicated that there was not significantly 
relationship between smoking and drinking among adolescents and their parents/guardians. On the 
other hand, peer effect (habit of smoking and drinking and offering tobacco or alcohol) was 
significantly associated with smoking and drinking. Parental and sibling influences were 
significantly associated with the intention to smoke and drink. 

研究分野：公衆衛生看護学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、バヌアツ国において子どもとその保護者を対象に調査を行い、子どもの喫煙・飲酒に関連する要因に
ついて調べた初めての研究である。研究結果より、子どもの喫煙・飲酒経験は保護者の喫煙・飲酒行動との有意
な関連は認めず、友人の喫煙・飲酒行動が有意に関連していることが明らかとなった。本結果は、子どもとその
保護者の喫煙・飲酒行動の間には関連があるという多くの先行研究の結果に反するものであった。しかしいくつ
かの先行研究では、思春期の子どもの喫煙・飲酒に与える影響力は保護者よりも友人の方が大きいことが明らか
となっている。本研究の結果から友人の影響に重点を置いた保健教育プログラム立案の必要性が示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

2014 年の世界保健機関（WHO）の報告では、2012 年の全世界における死亡原因の約 7 割を
非感染性疾患（Non-Communicable Diseases以下、NCDs）が占め、同疾患による死亡の 8割が低
中所得国で生じている。WHOが掲げる NCDsに共通する行動上の危険因子、喫煙・不健康な食
事・運動不足・過度の飲酒は低中所得国の貧困層に最も影響を与えており、NCDs によって失
われる予防可能な生産年齢層の死は低中所得国の開発の大きな妨げとなっている。 
大洋州に属するバヌアツ共和国（以下、バヌアツ国）の国民 1 人当たり GNI は 3,160 米ドル
（世界銀行 2014) であり、低中所得国に含まれる。2011年の同国における死因の約 7割が NCDs
である。また、バヌアツ国での 2040年までの NCDsによる経済損失に糖尿病が占める割合は約
4割と試算され、他の大洋州諸国の約 2倍を占めるとともに、同国で肉体労働ができなくなる原
因疾患の第 1 位が糖尿病であると報告されている（World Bank 2016）。バヌアツ国における
NCDs対策は、「NCDs POLCY」(2010～2015)に続いて「Nutrition, NCD and Mental Health Policies 
and Strategic Plans」(2016～2020)が実施されているが、未だ十分な効果は見られていない。 
バヌアツ国の 13～15歳の子どもの喫煙経験率は男子 32.3%、女子 16.8%、飲酒経験率は男子

21.7%、女子 13.7%で、喫煙・飲酒を初めて経験した年齢は男女とも 12～13 歳が最も多いこと
が報告されている(WHO 2011 GSHS）。2011年に申請者らがバヌアツ国の都市部と地方部の 12～
14歳の子ども 415 名を対象に行った調査によると、喫煙したことのある者は全体の 8.0%、飲酒
したことのある者は全体の 12.4%であり、子どもの喫煙の有無には、家族の喫煙の有無が有意
に関連していることが明らかとなった（(Nakaseko et al.,2014)。国内外の先行研究では子どもの
喫煙・飲酒行動には、両親の喫煙・飲酒に関する行動や意識・知識・態度が関連していること
が明らかとなっている(Tao & Liu, 2018; Tenório de Oliveira, et al., 2018, Kelly et al., 2011; Kelly et al., 
2012; Scherrer et al., 2012)。しかしそれらの研究の多くは高所得国における研究であり、バヌア
ツ国のような低中所得国の親子を対象とした研究はほとんどされていない。バヌアツ国の 12～
14 歳の子どもの生活は保護者に依存しており、子どもの喫煙・飲酒に対する意識と行動は、保
護者の喫煙・飲酒に対する意識と行動の影響を受けていることが推察される。同国において未
成年からの喫煙・飲酒を防止し、NCDs 予防を推進していくには、子どもと保護者の双方に対
する教育的介入が不可欠である。しかし同国では、喫煙・飲酒防止のための子どもと保護者に
対する保健教育プログラムは存在しない。 
 
２．研究の目的 
1）バヌアツ国の子どもとその保護者における喫煙・飲酒に関する意識及び行動の実態について
明らかにする。 
2）バヌアツ国の子どもにおける喫煙・飲酒に関連する要因について保護者の影響に着目して明
らかにする。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、予備的調査（フィールド調査、予備調査）を経て本調査を実施した。 
1）予備的調査 
①フィールド調査 

2017年 8月、バヌアツ国へ渡航し、バヌアツ国の未成年における喫煙・飲酒の実態を把握し
調査項目作成の基礎資料とすることを目的に、首都に在住する 10～20代の若者、子育ての経験
のある 30～40代の保護者数名から聞き取り調査を行った。結果、10代男性の喫煙のきっかけの
1 つに友人からの誘いがあることやマリファナや葉タバコを売る売人が存在し、若者の中には
喫煙と共にマリファナを吸引する者がいることなどが明らかとなった。 
②予備調査 

2018年 3月、バヌアツ国セファ州エファテ島にある英語系小学校 1校の小学校 6年生の子ど
も 31名（男子 14名・女子 17名）とその保護者 13名（父親 5名、母親 8名）を対象に質問紙調
査の予備調査を実施した。子どもへの調査の結果、喫煙経験者は 2名（男女各 1名）、飲酒経験
者は 2名（男女各 1名）、マリファナ経験者は女子 2名であった。家族に喫煙者がいると回答し
た割合は 50%、同じく飲酒では 69.2%、親しい友人で喫煙する人が全くいないと回答した割合
は 32.0%、同じく飲酒では 20.0%であった。保護者への調査では、「成人前に自分の子どもが喫
煙・飲酒することを許すか」に対し、全員が「許さない」と回答したが、子どもにタバコ買い
に行かせたことがあると回答した保護者は 4名、同じくお酒では 2名であった。 
 質問紙の回答に要する時間は子どもが 30～40 分、保護者が 30 分程度であった。本調査に向
けて質問内容、質問項目数について一部見直しを行った。 
 
3）本調査 
 2019年 3月に本調査を実施した。 



①研究対象 
・研究対象の選定は、バヌアツ国教育省、セファ州教育事務所の助言の元行い、都市部の対象
としてバヌアツ国首都の英語系小学校 1 校、フランス語系小・中一貫校 1 校、地方部の対象と
して首都の位置するエファテ島北部の英語系小学校 1校を選定した。 
・各学校に属する 6～8 年（12～14 歳）の子どもとその保護者（7，8 年生の子どもの保護者）
を研究対象とした。 
・子どもは、6,7,8年生 496名に質問紙を配付し、全員から有効回答を得た（回答率 100%）。う
ち、7，8 年生の子ども 336 名に親子セットの質問紙を配付（子どもの質問紙＋保護者の質問紙）
し（保護者への質問紙の配付は子ども 1人につき 1部）、221名（組）の保護者から有効回答を
得た（回答率 65.8％）。 
・221組の親子データのうち、喫煙・飲酒経験について有効回答している 157組を親子セットデ
ータの分析対象とした。 
②調査方法 
・子ども、保護者共に無記名自記式選択式回答による質問紙調査用いた。バヌアツ国の公用語
は英語とフランス語であり、それに加えて現地共通語としてビスラマ語が存在することから、
質問紙の言語は英語系の小学校の子どもは英語とビスラマ語併記、フランス語系小学校の子ど
もはフランス語とビスラマ語併記、保護者については全て英語とビスラマ語併記とした。 
・子どもに対しては集合法を用いてデータ収集を行った。研究者が調査対象校の教室を訪室し、
親子 1 組の質問を配付し、子どもが子ども用の質問紙に回答後、子どもの質問紙の回収を行っ
た。 
・保護者に対して留め置き調査法を用いた。子どもに保護者用質問紙を配付後子どもがそれを
家庭に持ち帰り、保護者へ手渡してもらった、保護者が各家庭において回答後、記入済みの質
問紙は子どもを介して学校まで提出してもらった。 
③調査内容 
＜子ども＞ 
・性別、年齢、学年 
・喫煙・飲酒経験（今までに喫煙・飲酒したことがあるか） 
・喫煙・飲酒意向（成人年齢以降である 18歳以降に喫煙・飲酒するつもりであるか） 
・両親・友人・兄弟の喫煙・飲酒行動 
・喫煙・飲酒・薬物に関する知識・意識 
・家庭における両親の養育態度、喫煙・飲酒・薬物使用に関する助言の状況 
・マリファナ所有者もしくは使用者との遭遇経験 
＜保護者＞ 
・年齢、職業、最終学歴 
・喫煙・飲酒状況 
・未成年での喫煙・飲酒に対する考え 
・子どもの喫煙･飲酒、健康に関する養育態度 
・喫煙・飲酒・薬物に関する知識 
④データ分析方法 
・統計解析には統計解析ソフト SPSS for Windows Ver20を用い、統計学的有意水準は P<0.05と
した。データ分析は子どもの喫煙・飲酒経験、子どもの喫煙・飲酒意向の 4変数を従属変数、
保護者の喫煙・飲酒に関する行動、知識、意識ならびに兄弟、友人の喫煙・飲酒行動を独立変

数とした。 
・まず、子どもと保護者の喫煙・飲酒に関する行動、意識、知識の実態について明らかにする

ために各変数について単純集計を行った。 
・次に子どもの喫煙･飲酒経験と喫煙･飲酒意向に関連する要因について明らかにするために、

有効回答を得た親子 157組のデータについて単変量解析、多変量解析を行った。まず単変量解
析（カイ二乗検定・マンホイットニーU検定）を用いて子どもの喫煙･飲酒経験、子どもの喫
煙・飲酒意向の関連要因を検討し、さらに単変量解析で有意差(P＜0.05)を認めた変数を独立変
数、喫煙･飲酒経験、喫煙･飲酒意向を従属変数とする二項ロジスティック回帰分析（ステップ

ワイズ法）を行った。 
 
４．研究成果 
1）調査結果 
①記述統計 
・子ども 496名のデータより、子どもの喫煙経験率は全体で男子 16.7%・女子 8.5%、飲酒経験



率は男子 12.9%・女子 8.8%であった。喫煙・飲酒意向のある者（成人してから喫煙・飲酒する
と思うと回答した者）の割合は、順に男子 13.2%・16.5%、女子 8.1%・9.5%であった。大部分
の子どもが「喫煙や過度の飲酒は健康に悪い」と認識している一方で、過半数の子どもが「喫
煙・飲酒する若者は友人が多い」という考えを有していた。 
・保護者 221名のデータより、保護者の喫煙経験率は父親 39.1%・母親 10.8%、飲酒経験率は父
親 58.3%・母親 27.0%であった。大部分の保護者が、「子どもの未成年での喫煙・飲酒を望まな
い」、「今までに喫煙・飲酒の健康被害について子どもに話したことがある」と回答した。一方、
約 1 割の保護者が同国で法律により未成年での購入が禁止されているタバコを「自分の子ども
に買いに行かせた経験がある」と回答した。 
②子どもの喫煙･飲酒行動、喫煙･飲酒意向に関連する要因（多変量解析） 
 親子 157 組のデータについて、ロジスィック回帰分析を用いて子どもの喫煙・飲酒経験、喫
煙・飲酒意向に関連する要因について検討した結果、以下のことが明らかとなった。 
・子どもの喫煙経験には、友人からの喫煙･飲酒の勧誘経験（OR：37.54）、友人の飲酒（OR：
8.41）が有意に関連していた。 
・子どもの飲酒経験には、友人からの喫煙･飲酒の勧誘経験（OR:6.65）、友人の喫煙（OR:5.35）
が有意に関連していた。 
・子どもの喫煙意向には、兄弟からの喫煙･飲酒の勧誘経験（OR:6.58）、マリファナ所持・使用
者との遭遇経験（OR:3.20）、両親からの飲酒の害についての説明（OR:0.183）が有意に関連し
ていた。 
・子どもの飲酒意向には、兄弟からの喫煙･飲酒の勧誘経験（OR:19.68）、マリファナ所持・使
用者との遭遇経験（OR：3.01）、両親からの飲酒の害についての説明（OR:0.16）が有意に関連
していた。 
 
2）考察 
①子どもの喫煙･飲酒経験、喫煙･飲酒意向に関連する要因について分析した結果、子どもの喫
煙・飲酒経験は保護者の喫煙・飲酒行動との有意な関連は認めず、友人の喫煙・飲酒行動が有
意に関連していることが明らかとなった。本結果は、子どもとその保護者の喫煙・飲酒行動の
間には関連がある(Tao & Liu, 2018; Tenório de Oliveira, et al., 2018, Kelly et al., 2011; Kelly et al., 2012; 
Scherrer et al., 2012)という先行研究の結果に反するものであった。保護者自身の飲酒と子どもの
飲酒には関連がないことを明らかにした Koning（2010）らは、その理由として、思春期前期の
子どもにとって保護者は喫煙・飲酒における現実的なロールモデルではないことにあると推察
している。  このことから、本研究において保護者の喫煙・飲酒が子どもの喫煙・飲酒に関連し
ていなかった要因の１つとして、本研究対象の子どもにとっては、保護者よりも、むしろ仲間
の方がより現実的な喫煙・飲酒に関してのロールモデルであるということが考えられる。一方、
子どもの喫煙・飲酒に与える保護者、兄弟、仲間の影響の大きさについて比較した先行研究で
は、思春期の子どもの喫煙・飲酒に与える影響は、保護者よりも友人の影響が大きいことが明
らかとなっている（Loke & Mak ,2013; Kelly et al., 2011; Scherrer et al., 2012)。本研究では保護者
の影響と子どもの喫煙・飲酒との関連は認めなかったが、得られた結果はこれらの先行研究の
知見を一部支持する内容であったと考えられる。本研究の結果より、バヌアツ国における喫煙･
飲酒予防のための保健教育プログラムの立案においては、友人の影響を考慮することの必要性
が示唆された。 
②保護者から子どもへ飲酒の害についての説明を行うことは、子どもの喫煙･飲酒意向を抑制す
る要因となっていることが明らかとなった。先行研究においては、保護者の養育態度や家族関
係(Schofield et al., 2015; Trucco et al., 2014; Garmienė et al., 2006; Wen et al., 2005; Wang et al., 2013)、
兄弟の喫煙・飲酒行動（Kelly et al,. 2011; Jones & Magee, 2014)が子どもの喫煙・飲酒に影響を与
えることが明らかとなっている。また、Koning（2010）らは、子どもの飲酒には保護者自身の
飲酒行動よりも保護者が自分の子どもの飲酒に関して厳格な規制を設けることの方が強く関連
しており、子どもの飲酒を予防するには保護者は子どもの飲酒に関して厳格なルールを設ける
ことが重要であると主張している。これらの先行研究の結果は本研究の結果を一部支持するも
のであり、今後は、保護者の子どもの行動の把握や家庭における喫煙・飲酒についてのルール
の取り決め状況等保護者の子どもに対する養育態度と子どもの喫煙・飲酒との関連について調
べる必要がある。 
③マリファナ所有者、もしくは使用者との遭遇経験は、子ども喫煙･飲酒意向を促進する要因で
あることが明らかとなった。マリファナはバヌアツにおいて違法薬物であるが、同国における
マリファナの流通や使用状況についてのデータは少ない。マリファナ所有者、使用者との遭遇
は子どもの喫煙･飲酒、薬物使用の危険因子となる恐れがあることから、今後、同国でのマリフ
ァナの流通状況や子どもを取り巻く状況について明らかにすると共に子どもをマリファナの流
通等環境的な要因から守るための取り組みについて考えていく必要がある。 



3）研究の限界 
本研究にはいくつかの限界がある。第 1 に、親子のセットデータとして得られた対象数は 157
組であり、子どもの喫煙・飲酒に関連する要因を統計的に明らかにするためには十分な対象数
とは言えない。第 2 に、本研究の対象者のサンプリングは便宜的抽出法により、バヌアツ国の
首都が在籍するエファテ島の公立学校 3 校に通う子どもとその保護者を選出した。バヌアツ国
は 6つの州と 83の島から構成される群島であり、州や島によって自然環境や社会経済的環境、
生活様式、文化に大きな違いがあり、子どもの喫煙・飲酒に関連する要因には地域差がある可
能性がある。したがって本研究での知見を一般化するには限界がある。第 3 に本研究の対象者
には子どもを持つ保護者が含まれるが、保護者の研究参加は保護者の自発性に任せており、ま
た保護者は質問紙の回答を自宅で行ったため、未成年での喫煙・飲酒予防に対して消極的な考
えを持つ保護者や質問紙の意味を十分に理解することが困難な保護者が研究参加者から除外さ
れている可能性がある。これらのことから、サンプリングバイアスが生じていることが考えら
れる。しかし、本研究はバヌアツ国において子どもとその保護者の両方を対象に子どもの喫
煙・飲酒に関連する要因について調べた最初の研究であり、子どもの喫煙・飲酒に関連する要
因に関して、同国での喫煙・飲酒予防を推進していくにあたっての重要な示唆を得ることがで
きたと考えられる。今後さらに対象者数や対象者の範囲を広げ、子どもの喫煙・飲酒に関連す
る要因について検証を重ねていく必要がある。 
 
4) 英文報告書の作成 
 研究成果の概要について調査地域であるバヌアツ国の研究協力機関に報告し、同国における

未成年からの喫煙・飲酒予防対策の基礎資料としていただくことを目的に研究成果の概要につ

いて記載した英文報告書を作成した。2019年 12月にバヌアツ国へ渡航し、保健省、教育省、
セファ州教育事務所、セファ州保健事務所を訪問し、英文報告書を提出すると共に、担当職員

に研究結果の概要について説明した。 
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